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新任のご挨拶

地域共同研究開発センター

センター長 特任教授 那須 守

 
平成２７年４月１日付けで、地域共同研究開発センターのセンター長に着任いたしました。歴代のセ

ンター長の業績を拝察しますと、その重責に改めて身が引き締まる思いです。これからは、本学におけ

る研究・教育の発展と地域における企業や市民の活性化に向け、産学官金連携の一層の充実・強化に尽

力する所存であります。 
私は本学の建築工学科を卒業いたしました。その後、建設会社の研究開発部門において、建築の構造

解析・構造設計、閉鎖性水域・運河の浄化、廃棄物のリサイクル、高レベル放射性廃棄物の保管、生物

多様性の保全、建物緑化、環境共生都市デザイン、歩きたくなる街づくり、都市環境の QOL（Quality 
Of Life）評価ほか各種の研究開発およびプロジェクト案件への展開に携わってきました。 
これらの業務で得た経験や知識、さらには産学官共同研究、企業間交流、学協会活動など色々な場面

で構築してきた研究者・技術者・ビジネスマンとの関係を、本センターの業務に役立てていくように致

します。そうすることで地域社会の課題をチャンスに転じる人材、技術、イノベーション、ビジネス、

及びこれらを関連づける社会的枠組みの創出を支援したいと考えております。 
これからの大学と社会との関係では、都市経済学者のフロリダは著書「クリエイティブ都市論（2008）」

において、創造性に対する人々の関心が高くなる時代においては、コミュニティの中心として大学のも

つ意義が新たに重要になると述べています。同様な事が我国においても大学の社会貢献として言われて

おり、科学技術・学術審議会の検討を踏まえると、今後は単なる経済の活性化を超えて、地域コミュニ

ティや福祉・環境問題といったより広い意味で社会全体の発展に寄与する取り組みが必要になるだろう

と考えられます。 
翻って我国の社会経済を見ますと、人口減少・超高齢社会を迎え、地域の暮らしやすさを維持し続け

ていくためには、コミュニティにおいて生活の共同化や相互扶助を実現することが求められています。

近年、その対応として「コミュニティ経済」という社会経済的枠組みが重要な役割を担うのではないか

と考えられています。しかし展開がまだ少なく、大学と NPO・自治体（福祉・環境・まちづくり）との

コラボレーションが見られるようにはなってはいますが、活動の担い手や支援体制、そしてなによりも

経済活動を持続するための技術の創出・育成が必要です。 
今後は、前センター長から引き継いだ課題、特に研究シーズと社会・産業ニーズとの乖離、それに起

因すると考えられる共同研究・受託研究の減少には最優先で取り組んで行きます。一方、中長期的には、

本学が蓄積してきた「知」や「技術」、さらには道内を中心とした他大学や地元の企業・行政・金融そし



 

 

てコミュニティとの連携によって、技術を基盤としたコミュニティ経済といったソーシャルビジネス系

イノベーションの創生にも取り組みたいと考えています。そうすることで地域社会と密着した大学の社

会貢献の新しいモデル、つまり「室工大モデル」を社会に発信できればと考えています。全力でこれら

の取り組みを実行していく所存でありますので、関係各位の皆様のご支援をよろしくお願い申し上げま

す。 
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センター長 退任のご挨拶

地域共同研究開発センター

前センター長 鴨田 秀一  
 
地域共同研究開発センター（CRD センター）の専任教員として 4 年間任にあたり、この 3 月末で退

職することになりました。この間、学内・外の多くの皆様にご支援、ご協力をいただきました。厚くお

礼申し上げます。 
さて、CRD センターは、本学と地域・産業とをつなぐリエゾンとして、昭和 63 年に設立され、27

年が経ちました。これまで、教員の研究成果や取組みを地域・産業界で活用することを促進し、一方で

は、地域・産業からのニーズと教員シーズのマッチングを図り、また、教員に有益な情報等を提供する

ことを大きなミッションとして活動してきました。具体的な業務としては、共同研究の推進、外部資金

の獲得支援、地域や企業訪問によるニーズ探索、技術相談対応、技術交流会・セミナー・研修会等の開

催、異業種グループへの参画と情報収集、講義等による人材育成、展示会への出展、シーズ集等による

広報など多岐にわたっています。 
しかし、地域・企業ニーズに関わる教員が少数に限られていることと、教員からの情報収集および教

員への情報発信が足りないということから、平成 23 年 10 月に、連携担当理事（副学長）を本部長とす

る「社会連携統括本部」が設立されました。3 年を経過し、情報の共有化、社会貢献に対する意識の高

まりなど、幾つかの成果が見られていますが、まだ目標には遠いと言わざるを得ません。例えば、競争

的外部資金の獲得については、CRD センターが中心となって公募説明会、学内 LAN 等による案内をし

ているものの、申請件数は増えていませんし、依然として応募教員は偏在化しています。また、共同研

究・受託研究の件数を見ても、平成 17 年をピークに、年々減ってきており、「社会連携統括本部」が設

立して以降も減少傾向は変わらないのが現状です。共同研究・受託研究等の件数は、当然、国内、道内

の経済状況にも左右されますが、教員の研究シーズと社会・産業ニーズがマッチングせず、それが増々

乖離する傾向にあることも原因かと考えられます。後任センター長をはじめとしたセンター員による新

たな方策、仕組みづくりに期待したいと思います。 
地方創生の核となる大学づくりが求められている中、地方の単科大学として特色を出すには、当然、

先進的、先端的な研究を推し進めることも重要ですが、一方では、地域・産業のニーズに即応できる教

員が多く存在することも必要です。そのためには、これまで以上に外部機関との連携、つながりを強く

していかなければならず、そのリエゾン役を担っている CRD センターの役割は増々重要となってきて

いますが、残念ながら、センターの人員は年々減少しています。社会連携統括本部の機能を有機的に使

い、また、外部センター協力員など豊富で多彩な外部人的ネットワークを最大限活かすしかありません。

関係する皆様のご支援、ご協力を切にお願いして、退任にあたっての挨拶とさせていただきます。 



 

１．産学連携体制 平成 年度

【センター長】

那須 守 くらし環境系領域 特任教授 平成 年度から

鴨田 秀一 もの創造系領域 特任教授 平成 年 月 日退職

【准教授】

古屋 温美 くらし環境系領域

【技術補佐員】

黒島 利一 平成 年 月 日退職

【事務補佐員】

齊藤 美幸

【専任コーディネーター】

太田 一夫

伊庭野 洋 学外協力員コーディネーター

【名誉教授・特任教授・産学官連携協力員】

桃野 正

【兼任教員】

中津川 誠 くらし環境系領域 教授

中野 博人 くらし環境系領域 教授

青柳 学 もの創造系領域 教授

風間 俊治 もの創造系領域 教授

清水 一道 もの創造系領域 教授

【産学官連携支援室】

安澤 典男 公財 室蘭テクノセンター 統括アドバイザー

村上 孝志 公財 室蘭テクノセンター ビジネスコーディネーター

【客員教授】

三上 浩 三井住友建設 株 技術開発センター 副センター長

川瀬 良司 株 構研エンジニアリング 常務取締役

木口 昭二 近畿大学 理工学部 機械工学科 教授

佐藤 完二 技術研究所 所長

東川 敏文 経済産業省 北海道経済産業局 産業部長 
山中 芳朗  (社)北海道食産業総合振興機構 フード特区機構 研究開発部 部長 
関川 純人 室蘭市 経済部 産業振興課 主幹(工業・企業誘致) 
永松 俊雄 崇城大学 教授

城森 明 有 ネオサイエンス 社長

吉岡 隆幸 株 ディー・ビーシー システム研究所 研究部長

北沢 祥一 株 国際電気通信基礎技術研究所 波動工学研究所

三井 良一 前 知的財産センター 特許主任調査員

【客員准教授】

佐川 孝広 日鉄住金セメント 株 製品開発部 品質管理グループリーダー

【知的財産本部】

宮澤 邦夫 特任教授・統括マネージャー

川高 寛明 知的財産コーディネーター
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